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Borel集 合族として定められろから,從 つて又B「 士

が の作る集合禮を含む景小の正規集合族として特徴

附けら2tる から(Saks〔1〕 参照),一 般 のB"に 濁

する集合B"に 到してもT曇SXξB畳 となることが誰

明される。野'1の 可測性 も(20),(21ル に よQ,・9)

を用いて全 く同椴にして証明 される◎

次にT"が 保澗奨換であることも,全 く同一に,基

本集合E"に対して

となることを見れば十分である。(22)に 到 して

とな ろか らで あ る ⊃

(ハ)Tveが ・r'上 の保 測変換 で あ るか ら,誉(2つ

==ノ(r)と お けば,t{eはA一 上T)1"可 積分 函 教 で あ る

か ら,G・D.Birkhoffの エLt'一 ド定 理 に よつ て,

お ろmee可 積 分 函 数F(1")に 勤 して

がX誉 上殆んどすべての ■scに対して存在する。從つ

てFubiniの 定理によつて,殆 んどすべてのkEK

に対して

で あ り,他 方TSCExに 勤 して はFubin量 の定 理 を用

いれ ば

が,殆 んどすべてのxに対して 存在ナろ。一方72も

は η乙管可積分であろから,殆 んどすべての 鳶に到 し

て 凡(■)はm可 積分となる。 これを組合せて,定

理1が 誼明せられた。(未完)
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壇山元…郎氏よりぺ呂シリンを精製すろカビの語を

見出す問題に闘聯 して,衣 の如き問題を提出されたこ

とカ:ある。邸ち

ある母集園(励 論これは蓮籔な密度函数 を有計ナると

すろ、よD先 づ第一の無1乍意標本2i:渇 くX2く ……

<」X'tSを抽出し,そ の最小健 工,叢 大使 」監 とする

文に前の標本と掲立仁,第 二の無作意標本 ∫2:A'1■く

X・/く…… く」τ侮 を抽}巳し,そ の最小値 澱',最 大値

一x'■.yとす るとき.X、!一 溝 の分布如何。

吐問題は例へば母集團を正規母集團と假定すれば

XA及 びX旨 の分布は分つて居り,從 つて その襲み

込みとして 」X""'一`Ynの分布函数は出る筈であるが一

般にはそれは未知なる母赦に關係し,ヌ 、その分布函致

を陽に求めることは困難なので衣の如 くOrderSta一

tisticの 問題に轄化して考へることにする.郎 ち

2eの 最大健"Y'.vが 溜 の最大僅"Ynを 越 える確

肇如何。

問題をこのや うに韓化すれば.そ の答は母雍團の分

布 とぽ無關係に簡輩になる。叉刎へば,工 科方面の問

題でビアノ線の強度試験d等 の問題では,強 度の平均

値よりは,實 際に幾つかの試籔片を試験 して,そ の結

果得 られた知誠をよ り有敷に用ひる泌要がある。それ

には母集團の即ち考察の勤象となるピアノ線全長の最

小強度がどの位になるか,又 は賓際の試藏から得 られ

た最大,最 小強産の聞に全 ビアノ線の何バーセ 契トが

含調 しるであらうかと云ふ風に考へるのがより合理的

であらう。

以下の方法は,こ のや うな問題に勤ナる一つのap。



proachで あ る.

先 づ 箔一 の問 題 か ら考 へ る.母 集 團 の 確 率 密 度 を

ノ(x)と して,次 の如 くOrderstatisticの 問 題 と考

へ る。 今2】 ・.

依 つ で,一 つ の定 め られ た 賞 蛍列x、 ・oxra,… …JX,kに

闘 して,aj-一 の無 作 意標 本 Σiが(")な ろ條 件 を 満

た し,同 時 に 第 二 の 無 作意 標 本 Σ2が(IHe)な る條

件 を 満 たナ 確 率Pは(1)と(2)の 租 で 興へ られ る。.

なる正の整敷列を坂 り,こ れに対応 して任意の實敷列

を甲つ定めた とき,第 一の無作意標本 昂 を大 きさの

順に並ぺて

であつて

從 つ て,こ れ を ■rt,τr2,・… ・・、r.kに 闘 し て 積 分'ナ れ ぼ

A',,Ng,… …,焼 一1(=N一 瓦 一 … … 一一Nk)の 同 時 分 布

が 得 ら れ る の で あ る が そ れ,に はUt,t`9,… …,ISkに 闘 し.

い 覧

となる確率P8を 求めよ5。 なる範隅で積分すればよい』この籠園をDで 表はす

と.こ れはよく短られたDirichlet積 分、】であつて

とおくと,勿 論

であつて,且 つ

求める確奉Ptは 多項分布に依つて,

となる。

多dこ,第 二の無作意標本 」『2・が,こ の定められた實

敷列'

に闘 して∂蛋間

≧なる。

上の結果を第一の壌山氏の問題の場合に特殊化する

には.

として,N,,N2の 同時分布を求めると,そ れは(4)

よ り

個づ ゝ入る確奪をPllと す る。勿論

となる。從つて2【伝 がA'.を 越す灘奪Qは 衣式で

與へられ る。

着 し特 に1N==nな らば.{～`ll2で こ1‡は常 識1こ合 魏



する。

刻 こビアノ線の曝度試験の場合を考へよう。努問題

にする一本のビアノ線は統計的に管理された製品であ

るとする。脚ち,こ れから任意に旦啄 られた試験片

(Testpiece)の 強度の差異は偶然的な饗動であると

考へ得るとする。このや うな場合に幾個かの試験片を

強度試験をしたとき,そ の最小彊度を知つたとき・全

ピアノ線の強度に闘 して吾々の偶る客凝的な知識は如

何と云ふ問題を考へよう。

今試籔片の長さlcm,ビ ア ノ線の全長をLcrnと

し,[脚 覗 しよう・

今 π個の鵡 片を強度試獄 した結果,吾 々はその

最小強度がXlで あつたことを知つたとする。この時

N価 の試麹片の内 少くとも・Nu個 が 」Y,よ り大なる

強度を有する確肇Rを 求めよう。その爲にはt:4、式

で

の危険率を以つて,そ の99%は,こ の試籔片 の最小

強度より大なる強度を有すると結論出來るのである。

以上蓮ぺたことはべ昌シリンの場合にも,ビ アノ線

の場合にも未だ大なる不満があるのであつて,吾 々は

標本の最大,最 小艇の知識から母集罰の最大最小値の

紀封笹がどの位かを知 り度いのである。勿論この爲に

は密度函数 ノ(の の函敦形は既知である必要があるが

これは未だ解けてゐない。

其 後 東 大 晒 書 館 に 於 て,米 國 寄 贈 のTheAnnals

ofMathematicalStatistics.Vol.13.(1942)it

於 て,S.S.WilkSh:StatisticalPredictionwith

Spe。i。IR。ξ。rend。t。 ・h6唐 認1。m。fT・1・ 一 ・

Limitsな る論文で,こ のや うな考へ方を展開してゐ

て,表 迄作製 してゐることを知つた。爾ほ第二の問題

に關して 鯉 が充分大なるとき・即ち

とおけばよいから,求 むる確事Rは

の衷であろことが分つてゐる。6】この結果を用ひオUX

上記第二の問題は解ける課である。.、

引用文献及び註
そこで例へば

である如 くNoを 與へたとき

となる如 く儲を定めるか又は 慨,】Vが與へらttた とき

である如 くNDを 求めるかである。.

前者は,偽 個の試麓片の強度試籔をして・その最小

強度を知つたときビアノ線の全長の99%が この最小

強度より大である確 事が0・99以 上 である如く・nを

定めると云ふのである。若 し虻慮に何本かのビアノ線

オ:あつて,そ れがある一定の管理水準の製品なること

が分つてゐるならば,そ の内から任意に上記 π個の試

籔片を坂つて強度試論をす銅 涛 それから岳 々は1%
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